
豊かな緑と地域の皆さんに囲まれたまなびや 神崎町立米沢小学校 学校だより
令和４年３月１日 全校児童３４人

今年の冬は厳しい寒さが続きましたが、ようやく春の温かさを感じられるように
なってきました。１年生が、「チューリップが芽を出したよ」と嬉しそうに教えてく
れます。３月５日は「啓蟄」。春に向かって時計は進みます。
学校では、５名の６年生の巣立ちとなる「卒業式」が近づいてきました。他の学年も１年間の総

まとめをする３月を迎えます。米沢小の学校だよりをお届けします。

やさしさは受け継がれていく

６年生を送る会を前にして、まずは、６年生に。
今、１～５年生は６年生を送る会の準備を一生懸命にしてくれています。
卒業をお祝いしたい、これまでの感謝を伝えたいという気持ちで取り組んで

くれています。６年生も去年まではそういう思いで取り組んでいたことでしょう。そうした気持ち
でこれまで取り組んできたことが、今年、皆さんのためにと、下級生が一生懸命になってくれてい
るのです。
やさしさのバトンは受け継がれていきます。
誰かのために 、と思って行動したことが、他の誰かのためにとつながっていき、やがて自分

の身にも返ってきます。今週の送る会は、今年一年の感謝はもちろんのこと、それだけじゃなく、
皆さんが１年生、２年生、３年生、４年生、５年生の時、６年生のために、と思ってがんばってき
たことを今の１～５年生が返してくれるプレゼントです。
やさしさは受け継がれ、まわりまわって、やがて自分に返ってきます。
さあ、１～５年生の皆さん。これまでの準備、ありがとうございました。６年生に思いを届けま

しょう。楽しんでもらいましょう。

〔学校目標〕
ほんき やるき げんき

のある米沢っ子

『スリー グッド シングズ』をご存じですか
幸福感やストレスへの耐性を高める方法として期待されている取組で、一日の終わりに『良い

ことを３つ思い出そう』というものです。
よく知られた取組のようで、いろいろな方法が紹介されています。日記のように書き出すのが

よい、家族に聞いてくれる人がいるのがよい。毎日続けるとよい、週に何日かでよい。など。
『良いこと』といっても大げさなことではなくていいようです。「〇〇の花を見つけてきれいだ

ったよ」「〇〇の歌を聴いて嬉しかったたよ」「晩ごはんの〇〇がおいしかったよ」「友達がおもし
ろいことを言ってみんなで大笑いしたよ」「〇〇さんがありがとうって言ってくれたよ」。
夜に思い出すことで心が元気になり、心地よく眠りにつけるというのです。
ポジティブな出来事を振り返ることで、幸福感が高まる。心地よい眠りで、元気に朝を迎えら

れる。自分の話に耳を傾けてくれる人がいることで安心感を抱く。などの効果も報告されていま
す。試されてはいかがでしょうか。



1 火 町あいさつ運動 集金日
2 水
3 木
4 金 ６年生を送る会、PTA総会
5 土
6 日
7 月 委員会活動
8 火
9 水
10 木
11 金
12 土
13 日
14 月
15 火 スクールカウンセラー
16 水
17 木
18 金 卒業証書授与式
19 土
20 日
21 月 （春分の日）
22 火
23 水
24 木
25 金 修了式
26 土
27 日
28 月 離任式
29 火
30 水
31 木

今月の生活目標

○みんなで使ったものを
きれいにしよう。

安全見守り ありがとうございます

下校する児童に付き添って歩いてくださっている
方がいます。
成城台グループでは小林さん（３年紗子さんのお

父さん）が「自分の健康づくりも兼ねてますから。」
と謙遜しておっしゃいますが、お子さんの入学から
ずっと続けていただいています。
他地区でも、低学年だけの下校になる日に、毎日

一緒に歩いてくださる方もいます。
安全の見守り、ありがとうございます。
先日開いた学校評議員会議で、「毎日、下校に付

き添って歩いてくれている方を見かけます。なかな
か続けられることじゃないです。とてもありがたい
ことですね。」とのご意見をいただきました。
児童のことを見守っていただいていること、そし

て多くの方が学校・児童のことを気にかけていただ
いていることに、改めて感謝します。

卒業式について ３月１８日（金曜日）挙行
感染症の対応で行事への制限が続く中ですが、卒業式は、体育館で全校児童の参加で実施した

いと計画しています。
呼びかけや歌声は、マスク越しのため体育館に響き渡るというまでにはいかないかもしれませ

んが、温かい卒業式をつくりあげたいと思います。

のこぎりひいてザクザクザク２月17日（木曜日）
３年生の図工「のこぎりひいてザクザクザク」の

学習で、鴇崎 学さん（PTA 副会⾧）から、のこぎ
りの使い方を教わりました。
怖がるなどとまどう子がいるかと思いましたが、

子ども達は集中して木を切っていました。
「今、家でもいろいろな物を作る人が増えていま

す。ぜひ、挑戦してみよう。」また、「大工さんの仕
事は、準備が８割と言われています。みんなも、様
々なことにしっかりと準備をしてがんばってほし
い。」というお話もうかがい、子ども達も聞き入っ
ていました。有意義な時間となりました。


